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二十歳を祝う会（令和6年 1月 5日）二十歳を祝う会（令和6年 1月 5日）

（第5期西興部村総合計画より）

＝村づくりの合言葉＝＝村づくりの合言葉＝

交通事故死ゼロ新目標30年（令和 7 年 1 月 30 日達成予定）

広報

主な内容
○第3、4回村議会臨時会及び第 4回村議会定例会�…2〜 8
○「交通事故死ゼロ 10,500 日」達成表彰及び「住民
　��による交通事故死ゼロ�8,000 日」達成表彰の受賞�…8
○各種お知らせ�……………………………………9
○第3回未来につなごう！�西興部村シナノキ植樹�…10
○上興部林業グループが創立50周年を迎えました…11
○総合戦略の事業評価について�…………12〜 13
○浅野さんへ民生児童委員委嘱状を伝達………14
○夢のおくりもの� ………………………………15
○ＡＬＴクリス先生のエッセイ（プラネットクリス）……17
○髙畑秀美氏が全国公平委員会連合会から表彰されました�…18
○村監査委員桜井繁氏全国監査委員協議会長表彰を受賞�…18

【頁】

西興部村ホームページ  https://www.vill.nishiokoppe.lg.jp

LINE公式アカウント ＠nishiokoppemura
友達登録でお得な情報をGET！
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第
三
回
臨
時
会

第
三
回
村
議
会
臨
時
会
が
一
〇
月
三

〇
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
一
日
間
と

決
定
し
、
冒
頭
に
菊
池
村
長
か
ら
、
今

臨
時
会
に
提
案
す
る
議
案
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

《
一
般
行
政
報
告
》

一
．
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
三
回
村
議
会
定
例
会
（
九
月
一
三

日
）
以
降
の
工
事
等
発
注
状
況
（
工
事

金
額
等
が
議
決
要
件
に
満
た
な
い
も

の
）
に
つ
い
て
、
別
表
一
の
と
お
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

二
．
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て

令
和
五
年
九
月
一
日
か
ら
九
月
末
ま

で
の
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
に
一
一
件
四
〇
万
円

の
寄
附
が
あ
っ
た
旨
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

三
．
諸
要
望
に
つ
い
て

去
る
一
〇
月
一
日
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏

活
性
化
期
成
会
に
お
い
て
、
森
山
裕
自

由
民
主
党
総
務
会
長
が
北
見
へ
来
訪
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
管
内
懸
案
事
項
に
つ

い
て
要
望
し
ま
し
た
。

�

（
村
長
・
議
長
出
席
）

去
る
一
〇
月
一
五
日
、
自
由
民
主
党

北
海
道
第
一
二
選
挙
区
支
部
に
よ
る
移

動
政
調
会
が
行
わ
れ
、
次
の
事
項
を
要

望
し
ま
し
た
。

①
国
道
二
三
九
号
線
天
北
峠
の
視
距
改

良
工
事
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

②
主
要
道
道
遠
軽
雄
武
線（
上
藻
地
区
）

の
整
備
促
進
に
つ
い
て

③
道
営
草
地
基
盤
整
備
事
業
（
草
地
整

備
型
）
の
新
規
要
望
地
区
の
採
択
に

つ
い
て

④
道
営
水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業

（
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
）の
整
備
促

進
に
つ
い
て

�

（
村
長
・
議
長
出
席
）

続
い
て
、
次
の
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
専
決
し
た
こ
と
を
承
認

し
ま
し
た
。

一
．
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

�

（
第
一
〇
号
）

補
正
額�

一
三
七
千
円

総　

額�

三
、
〇
二
四
、
三
六
八
千
円

二
．
令
和
五
年
度
西
興
部
村
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

�

（
第
四
号
）

補
正
額�

一
三
七
千
円

総　

額�

一
四
七
、
九
六
三
千
円

個
別
排
水
処
理
施
設
使
用
料
を
条
例

改
正
し
な
い
ま
ま
消
費
税
増
税
後
の
使

用
料
を
徴
収
し
て
い
た
た
め
、
過
大
徴

収
分
の
還
付
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
承

認
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
個
別
排
水
処
理
施
設
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

消
費
税
増
税
に
伴
う
使
用
料
改
定
の

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

個
別
排
水
処
理
使
用
料
を
条
例
改
正

を
せ
ず
に
過
大
徴
収
し
て
し
ま
い
還
付

を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
に
関
し
て
そ
の
責

任
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
の
給
料
を
減
額
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

第
四
回
臨
時
会

第
四
回
村
議
会
臨
時
会
が
一
一
月
二

七
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
一
日
間
と

決
定
し
、
冒
頭
に
菊
池
村
長
か
ら
、
今

臨
時
会
に
提
案
す
る
議
案
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

《
一
般
行
政
報
告
》

一
．
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
三
回
村
議
会
臨
時
会
（
一
〇
月
三

〇
日
）
以
降
の
工
事
等
発
注
状
況
（
工

事
金
額
等
が
議
決
要
件
に
満
た
な
い
も

の
）
に
つ
い
て
、
別
表
二
の
と
お
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

二
．
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て

令
和
五
年
一
〇
月
一
日
か
ら
一
〇
月

末
ま
で
の
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い

て
、
ふ
る
さ
と
振
興
事
業
基
金
に
、
松

本
昌
子
氏
よ
り
五
万
円
の
寄
附
が
あ

り
、
そ
の
他
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

に
一
一
件
二
四
万
二
千
円
、
木
夢
基
金

へ
一
件
三
千
円
の
総
額
二
九
万
五
千
円

の
寄
附
が
あ
っ
た
旨
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

三
．
土
地
の
寄
附
に
つ
い
て

上
藻
在
住
の
森
豊
規
氏
か
ら
、
字
東

興
二
四
二
番
地
他
二
筆
・
山
林
他
・
合

計
三
三
、
七
六
四
㎡
の
寄
附
が
あ
っ
た

旨
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

四
．
諸
要
望
に
つ
い
て

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
活
性
化
期
成
会
に
お

い
て
管
内
懸
案
事
項
に
つ
い
て
を
、
去

る
一
一
月
二
日
に
北
海
道
に
対
し
て
、

去
る
一
一
月
五
日
に
管
内
選
出
北
海
道

議
会
議
員
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
要
望

し
ま
し
た
。

�

（
村
長
・
議
長
出
席
）

続
い
て
、
次
の
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
に
つ
い

て次
の
と
お
り
専
決
し
た
旨
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

一
．
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

【
契
約
の
目
的
】

　

森
林
公
園
改
修
整
備
工
事

【
契
約
の
方
法
】

　

指
名
競
争
入
札
方
式
に
よ
る
落
札

（
原
契
約
）

【
契
約
の
金
額
】

「
二
六
五
、
三
七
五
、
〇
〇
〇
円
」
を

「
二
七
四
、
〇
四
三
、
〇
〇
〇
円
」
に

　

変
更
す
る
。

【
契
約
の
相
手
側
】

　

�

美
田
・
大
西
・
郡　

経
常
建
設
共
同

企
業
体

　

代
表
者　

美
田
建
設
工
業
株
式
会
社

　

紋
別
郡
西
興
部
村
字
西
興
部
四
三
番
地

　

代
表
取
締
役
社
長　

美
田　

大
輔

■
西
興
部
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

■
西
興
部
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

■
西
興
部
村
議
会
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

■
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

本
年
度
人
事
院
が
国
に
対
し
て
行
っ

た
勧
告
に
基
づ
き
、
こ
れ
に
準
じ
て
各

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
会
通
信
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村
が
処
理
す
る
廃
棄
物
に
西
興
部
村

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
で
規
定
し
て
い
る
廃
棄

物
を
追
加
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
使
用
者
以
外

の
畑
に
も
消
化
液
等
を
散
布
で
き
る
よ

う
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計
補

正
予
算
案
に
つ
い
て

小
学
校
及
び
中
学
校
の
冷
房
設
備
工

事
費
や
福
祉
灯
油
事
業
等
の
費
用
を
増

額
し
ま
し
た
。

�

（
第
一
一
号
）

補
正
額�

二
一
、
九
一
六
千
円

総　

額�

三
、
〇
四
六
、
二
八
四
千
円

第
四
回
定
例
会

第
四
回
村
議
会
定
例
会
が
一
二
月
一

五
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
四
日
間
と

決
定
し
、
冒
頭
に
菊
池
村
長
か
ら
、
今

年
一
月
の
村
長
選
挙
で
、
議
員
各
位
を

は
じ
め
村
民
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
支
持

ご
支
援
を
賜
っ
て
三
期
目
の
村
政
を
担

わ
せ
て
頂
き
、
一
年
目
最
後
の
議
会
に

際
し
、
特
段
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に

対
し
て
感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
一
般
行
政
報
告
と
今
定

例
会
に
提
案
す
る
議
案
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

《
一
般
行
政
報
告
》

一
．
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

第
四
回
村
議
会
臨
時
会
（
一
一
月
二

七
日
）
以
降
の
工
事
等
発
注
状
況
（
工

事
金
額
等
が
議
決
要
件
に
満
た
な
い
も

の
）
に
つ
い
て
、
別
表
三
の
と
お
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

二
．
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て

令
和
五
年
一
一
月
一
日
か
ら
一
一
月

末
ま
で
の
指
定
寄
附
の
受
納
に
つ
い

て
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
に
二
三
件
二

〇
六
万
六
千
円
、
木
夢
基
金
へ
一
件
一

千
円
の
総
額
二
〇
六
万
七
千
円
の
寄
附

が
あ
っ
た
旨
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
次
の
議
案
を
審
議
し
ま
し

た
。

■
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
専
決
し
た
こ
と
を
承
認

し
ま
し
た
。

一
．
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

国
か
ら
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加
交
付
に

伴
い
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
低
所

得
世
帯
に
対
す
る
七
万
円
の
給
付
及
び

全
村
民
に
対
す
る
一
人
当
た
り
二
万
円

の
地
域
振
興
券
の
発
行
に
係
る
費
用
に

つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

�

（
第
一
二
号
）

補
正
額�

三
九
、
七
八
七
千
円

総　

額�

三
、
〇
八
六
、
〇
七
一
千
円

別表一　工事請負契約の締結について

入　札　等
執行年月日 工　事　名　等 相　手　側 締　結

年月日
工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R5.9.14 村 有 林 シ ナ ノ キ
植 栽 事 業 オホーツク中央森林組合 R5.9.14 R5.11.30 3,960,000 4,001,800

R5.9.26 村 有 林 新 植 事 業 オホーツク中央森林組合 R5.9.26 R5.11.17 1,078,000 1,109,900

R5.10.5 村有林保育間伐事業 オホーツク中央森林組合 R5.10.5 R5.11.17 1,650,000 1,694,000

R5.10.27 村道除雪委託業務No.1 ㈱ 郡 土 木 R5.10.27 R6.3.31 16,940,000 17,050,000

R5.10.27 村道除雪委託業務No.2 島 田 電 気 商 会 R5.10.27 R6.3.31 9,790,000 9,878,000

別表二　工事請負契約の締結について

入　札　等
執行年月日 工　事　名　等 相　手　側 締　結

年月日
工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R5.11.13 村有林皆伐事業その1 谷 口 木 材 R5.11.13 R6.2.29 1,122,000 1,144,000

R5.11.15 村 有 林 間 伐 事 業 オホーツク中央森林組合 R5.11.15 R6.1.11 4,345,000 4,430,800

R5.11.24 村有林皆伐事業その2 谷 口 木 材 R5.11.24 R6.3.22 2,090,000 2,117,500

別表三　工事請負契約の締結について

入　札　等
執行年月日 工　事　名　等 相　手　側 締　結

年月日
工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R5.11.27 ポ ン プ 取 付 工 事
（ノースグランド） ㈱土谷特殊農機具製作所 R5.11.27 R6.1.31 3,109,700 3,109,700

R5.11.30
西 興 部 バ イ オ ガ ス
プ ラ ン ト 利 用 組 合
シ ャ ッ タ ー 修 理

文 化 シ ャ ッ タ ー
サ ー ビ ス ㈱ R5.11.30 R6.1.31 1,236,698 1,236,698
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■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

現
委
員
大
原
敏
彦
氏
が
任
期
満
了
と

な
る
た
め
、
再
度
、
大
原
敏
彦
氏
が
推

薦
さ
れ
、
適
任
と
認
め
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

現
委
員
佐
々
木
富
幸
氏
が
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
新
た
に
藤
田
麻
美
氏
が

推
薦
さ
れ
、
適
任
と
認
め
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

■
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会
規
約

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会
の
共

同
設
置
地
方
公
共
団
体
長
を
、
令
和
六

年
四
月
一
日
か
ら
大
空
町
長
か
ら
興
部

町
長
に
変
更
す
る
た
め
、
規
約
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正
に
つ
い
て

全
世
代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会

保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
出
産
予
定
の
国
保
被
保
険

者
の
所
得
割
・
均
等
割
を
産
前
産
後
期

間
相
当
分
減
額
す
る
た
め
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

認
定
こ
ど
も
園
法
の
改
正
が
行
わ
れ

た
こ
と
か
ら
、
当
該
改
正
条
項
を
引
用

し
て
い
る
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

■
余
剰
熱
利
用
ハ
ウ
ス
管
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

現
在
、
東
興
三
三
八
、
三
四
〇
番
地

に
建
設
中
の
余
剰
熱
利
用
ハ
ウ
ス
の
管

理
等
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

■
公
の
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
余
剰
熱

利
用
ハ
ウ
ス
）

西
興
部
村
が
管
理
す
る
「
余
剰
熱
利

用
ハ
ウ
ス
」
を
合
同
会
社
瀬
戸
牛
農
園

に
管
理
さ
せ
る
た
め
、
指
定
管
理
者
に

指
定
し
ま
し
た
。

■
西
興
部
村
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
つ
い
て

■
西
興
部
村
水
道
事
業
給
水
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

■
西
興
部
村
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
つ
い
て

■
西
興
部
村
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水

道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
西
興
部
村
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水

道
事
業
資
金
運
用
基
金
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
の
西
興
部

村
簡
易
水
道
事
業
及
び
西
興
部
村
下
水

道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
適
用
化
に

よ
り
、
新
た
な
条
例
の
制
定
と
既
存
条

例
の
廃
止
及
び
関
係
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
一
般
会
計
補

正
予
算
案
に
つ
い
て

橋
梁
長
寿
命
化
補
修
工
事
天
北
跨
線

橋
工
事
の
追
加
、
酪
農
家
に
対
す
る
配

合
飼
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
等
を
増
額

し
、
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
不
用
額
等

を
減
額
し
ま
し
た
。

�

（
第
一
三
号
）

補
正
額�

五
八
、
八
〇
八
千
円

総　

額�

三
、
一
四
四
、
八
七
九
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ

い
て

医
療
費
の
増
に
伴
い
、
一
般
被
保
険

者
に
係
る
療
養
給
付
費
を
増
額
し
ま
し

た
。

�

（
第
二
号
）

補
正
額�

二
四
、
〇
一
一
千
円

総　

額�

一
二
四
、
三
六
二
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い

て後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

の
確
定
に
伴
い
、
不
用
額
を
減
額
し
ま

し
た
。

�
（
第
三
号
）

補
正
額�

▲
七
一
二
千
円

総　

額�

二
〇
、
九
九
七
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
増
に
伴
い
、
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
を
増
額
し
ま

し
た
。

�

（
第
二
号
）

補
正
額�

　

四
、
〇
五
四
千
円

総　

額�

一
二
四
、
六
八
〇
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

公
債
費
償
還
金
等
を
増
額
し
、
事
業

費
の
確
定
に
伴
う
不
用
額
等
を
減
額
し

ま
し
た
。

�

（
第
三
号
）

補
正
額�

▲
七
七
九
千
円

総　

額�

七
九
、
一
七
三
千
円

■
令
和
五
年
度
西
興
部
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
不
用
額
等
を

減
額
し
、
公
債
費
償
還
金
等
を
増
額
し

ま
し
た
。

�

（
第
五
号
）

補
正
額�

二
八
二
千
円

総　

額�

一
四
八
、
二
四
五
千
円

一
般
質
問

■
西
興
部
村
人
口
減
少
に
対
す
る
施
策

に
つ
い
て

�

（
質
問　

河
田
宙
議
員
）

西
興
部
村
人
口
減
少
の
施
策
に
つ
い

て
、
ご
質
問
致
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省
な
ど
の
デ
ー
タ
に
よ
り

ま
す
と
、
我
が
国
で
は
一
年
間
で
出
生

数
の
二
倍
以
上
の
方
が
お
亡
く
な
り
に

な
っ
て
お
り
、
出
生
数
約
七
七
万
人
か

ら
亡
く
な
っ
た
約
一
六
〇
万
人
を
差
し

引
く
と
、
単
純
に
八
三
万
人
減
少
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
例
え
る
な
ら
北
海

道
の
人
口
五
一
五
万
人
が
六
年
と
数
ヶ

月
で
〇
人
と
な
っ
て
し
ま
う
驚
異
的
な

数
字
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や
新

聞
の
ニ
ュ
ー
ス
等
で
、
ど
の
産
業
に
お

い
て
も
人
手
不
足
で
大
変
厳
し
い
状
況

で
あ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
西
興
部
村
に
お
い
て
も
、
ど
こ
の
事

業
所
で
も
募
集
を
か
け
て
も
満
足
に
集

ま
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
危
機
的
な

状
況
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
少
々
過

激
な
言
い
方
と
な
り
ま
す
が
国
内
で
人

の
取
り
合
い
が
激
化
し
て
い
る
と
さ
え

言
え
ま
す
。

さ
て
、
先
日
の
毎
日
新
聞
の
記
事
を

引
用
致
し
ま
す
と
一
〇
年
前
と
比
べ
北

海
道
内
で
京
極
町
が
外
国
人
人
口
一
一

八
人
で
増
加
幅
が
一
一
．
八
倍
。
東
川

町
で
外
国
人
人
口
が
五
一
七
人
で
増
加

幅
が
九
．
九
倍
。
留
寿
都
村
で
外
国
人

人
口
が
一
八
九
人
で
増
加
幅
が
九
倍
な

ど
と
大
幅
に
増
や
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
、

次
の
項
目
に
つ
い
て
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

一
．
こ
れ
ま
で
も
定
住
対
策
の
た
め
、

西
興
部
村
独
自
の
施
策
や
補
助
が
あ

り
、
都
会
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
よ

う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
ペ
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ー
ス
で
取
り
組
む
だ
け
で
は
今
後
の
人

口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
つ
か
な
い

こ
と
が
十
分
予
想
さ
れ
ま
す
。
と
て
も

厳
し
い
状
況
の
中
で
の
人
口
維
持
、
増

加
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
以
上
の
施
策
と

い
う
の
は
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

二
．
外
国
の
方
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
酪
農
の
現
場
に
技
能
実
習
で
入
っ
て

い
る
他
、
近
年
は
介
護
現
場
に
も
入
っ

て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
外
国

人
の
受
入
に
つ
い
て
村
と
し
て
率
先
し

て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

三
．
障
が
い
者
や
高
齢
者
世
帯
、
子
育

て
世
代
へ
の
施
策
は
こ
れ
ま
で
も
多
く

取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る
の
は
存
じ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
課
税
世
帯

に
対
す
る
施
策
が
弱
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
高
い
プ

レ
ミ
ア
ム
率
や
振
興
券
の
配
布
、
紋
別

空
港
利
用
助
成
と
い
っ
た
、
小
さ
な
村

だ
か
ら
こ
そ
の
施
策
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
外
に
パ
ッ
と
思
い
つ
く
も

の
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
障
が
い
者

や
高
齢
者
、
子
育
て
世
代
の
み
で
な

く
、
働
く
者
も
含
め
た
西
興
部
村
の
住

民
全
員
が
よ
り
一
層
定
住
に
つ
な
が
る

よ
う
な
施
策
を
是
非
、
次
年
度
に
お
い

て
の
取
り
組
み
と
し
て
行
な
っ
て
頂
き

た
い
と
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
三
点
に
つ
い
て
村
長
の
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

只
今
の
河
田
議
員
の
ご
質
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

日
本
の
人
口
は
二
〇
〇
八
年
の
一
億

二
、
八
〇
八
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に

転
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
最
近
の
推

計
に
よ
り
ま
す
と
二
〇
五
六
年
に
は
国

の
人
口
が
一
億
人
を
下
回
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
昭
和
三
〇
年
の
国

勢
調
査
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
が
進
ん

で
お
り
ま
す
が
平
成
に
入
っ
て
か
ら
は

各
種
施
策
の
効
果
な
ど
に
よ
り
、
人
口

が
増
加
に
転
じ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
一
〇
月
以
降
は
人
口
一
、
〇

〇
〇
人
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

特
に
子
育
て
世
帯
の
転
出
は
村
に
と

っ
て
大
き
な
痛
手
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
村
の
外
国
人
住
民
登
録
に
つ
き
ま

し
て
は
一
一
月
末
現
在
三
四
人
で
一
〇

年
前
の
四
人
か
ら
約
八
倍
に
増
加
し
て

お
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
酪
農
業
で
一
五
人
、
福
祉

施
設
で
六
人
、
ギ
タ
ー
工
場
で
六
人
、

合
わ
せ
て
二
七
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
ご
質
問
の
一
点
目
に
あ
り
ま

す
「
と
て
も
厳
し
い
状
況
の
中
で
の
人

口
維
持
、
増
加
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
以

上
の
施
策
と
い
う
の
は
考
え
て
い
る

か
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
全
体
の

人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
本
村
の

人
口
を
増
加
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
現

実
的
に
は
か
な
り
厳
し
い
も
の
で
あ

り
、
人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
い
か
に

緩
や
か
に
す
る
か
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

村
内
で
は
、
各
方
面
で
必
要
な
人
員

を
確
保
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
ず
は
不
足

し
て
い
る
人
材
を
充
足
さ
せ
る
こ
と

が
、
人
口
規
模
の
維
持
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
福
祉
施
設
や
楽
器
工
場
従

事
者
に
対
し
て
奨
学
金
や
就
職
準
備
金

の
貸
与
な
ど
、
人
材
確
保
に
向
け
た
支

援
策
を
こ
れ
ま
で
拡
充
し
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
役
場
に
お
い
て
も
専
門
職
に

限
ら
ず
、
一
般
職
に
お
い
て
も
必
要
な

人
員
を
確
保
す
る
の
が
非
常
に
難
し
い

状
況
で
あ
り
、
今
後
の
行
政
運
営
に
大

き
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

職
員
の
採
用
に
向
け
て
は
他
の
市
町

村
と
比
較
し
て
少
し
で
も
西
興
部
村
が

選
択
さ
れ
る
よ
う
、
例
え
ば
、
採
用
時

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
な
ど
新
た
な
制

度
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

二
点
目
の
「
外
国
人
の
受
入
に
つ
い

て
村
と
し
て
率
先
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
か
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
質
問
に

あ
り
ま
し
た
京
極
町
、
東
川
町
、
留
寿

都
村
に
外
国
人
受
け
入
れ
の
状
況
に
つ

い
て
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
京
極
町
で

は
農
業
や
冷
凍
工
場
に
お
け
る
技
能
実

習
生
の
増
加
、
留
寿
都
村
で
は
ル
ス
ツ

リ
ゾ
ー
ト
な
ど
観
光
産
業
に
関
わ
る
外

国
人
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
主
な
要

因
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
両
町

村
と
も
受
け
入
れ
に
関
し
て
特
段
の
支

援
は
行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

東
川
町
で
は
、
か
つ
て
か
ら
国
際
交

流
事
業
に
力
を
入
れ
て
お
り
町
立
の
日

本
語
学
校
の
ほ
か
、
介
護
や
日
本
語
を

学
べ
る
民
間
の
専
門
学
校
が
あ
り
外
国

人
の
約
三
分
の
二
が
留
学
生
と
い
う
特

殊
な
要
因
に
よ
り
外
国
人
が
多
い
と
い

っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

村
内
に
お
い
て
は
来
年
度
に
興
楽
園

と
清
流
の
里
合
わ
せ
て
七
人
の
外
国
人

の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

村
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、

村
と
し
て
率
先
す
る
と
い
う
よ
り
も
受

け
入
れ
先
と
な
る
事
業
所
に
お
け
る
人

材
確
保
の
方
針
が
先
に
あ
る
べ
き
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
地
域
の
産
業
や
事
業
所
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
人
材
確
保
対

策
は
急
務
で
あ
り
、
村
が
で
き
る
支
援

は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
る
の
か
各
事

業
所
と
協
議
を
し
た
上
で
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
点
目
の
「
障
が
い
者
や
高
齢
者
、

子
育
て
世
代
の
み
で
は
な
く
、
働
く
者

を
含
め
た
住
民
全
員
が
よ
り
一
層
定
住

に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
策
を
是
非
次
年

度
に
お
い
て
取
組
と
し
て
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
定
住

を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
村
内

に
働
く
場
所
が
な
け
れ
ば
定
住
に
繋
げ

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。こ

れ
ま
で
村
で
は
事
業
者
に
対
す
る

支
援
と
し
て
農
業
者
や
中
小
企
業
に
対

す
る
支
援
の
ほ
か
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器

工
業
や
に
し
お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
が
運
営

す
る
施
設
整
備
や
機
械
設
備
導
入
な
ど

に
対
し
て
手
厚
い
支
援
を
行
っ
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
令
和
三
年
度
に
は
村
内
で
の

起
業
や
既
存
事
業
所
の
経
営
基
盤
強
化

に
対
す
る
支
援
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
西

興
部
村
中
小
企
業
等
ふ
る
さ
と
創
造
支

援
事
業
」
を
創
設
し
新
た
な
産
業
創
造

と
雇
用
創
出
の
後
押
し
も
行
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

事
業
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
り
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
収
益
増

加
や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
が
図
ら

れ
、
間
接
的
に
働
く
方
へ
の
支
援
に
も

繋
が
っ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
定
住
に

も
結
び
付
い
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
定
住
に
向
け
て
は
働
き
が
い

や
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
な
ど
各
事
業

所
の
努
力
も
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す

の
で
、
働
く
人
が
定
着
す
る
よ
う
な
体

制
の
構
築
も
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
人
口

減
少
対
策
は
村
の
存
続
に
向
け
た
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
新
た
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な
制
度
の
創
設
や
既
存
の
制
度
の
拡
充

な
ど
も
含
め
新
年
度
予
算
の
中
で
お
示

し
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
申
し
上
げ
ま
し
て
、
河
田
議
員

の
ご
質
問
に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま

す
。

�
（
再
質
問
）

再
質
問
い
た
し
ま
す
。「
職
員
の
採

用
に
向
け
て
は
」
の
と
こ
ろ
の
、
こ
れ

ま
で
も
単
発
的
な
支
援
の
方
は
し
て
い

た
だ
い
て
る
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
私
的
に
は
そ
の
と
き
の
採
用
時
だ

け
で
は
な
く
て
継
続
的
に
職
員
の
で
す

ね
、
こ
ち
ら
に
引
っ
越
し
て
き
た
方
た

ち
の
負
担
軽
減
を
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
結
果
的
に
村
の
目
玉
に
な
っ
た

り
で
す
と
か
、
ニ
ュ
ー
ス
・
話
題
に
な

る
こ
と
で
日
本
国
内
に
で
す
ね
、
西
興

部
村
と
い
う
も
の
が
広
く
名
前
が
広
ま

る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
継

続
的
な
負
担
軽
減
を
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
と
で
す
ね
、
先
ほ
ど
東
川
町
で
す

と
か
、
留
寿
都
村
の
件
で
も
あ
っ
た
ん

で
す
け
ど
も
、
今
後
、
外
国
の
方
が
村

内
に
お
い
て
も
、
も
っ
と
増
え
て
い
く

と
正
直
思
っ
て
お
り
ま
す
。
で
な
い
と

経
済
的
に
回
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
他

の
市
町
村
が
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
な

い
の
は
わ
か
り
ま
し
た
。
西
興
部
村
は

他
の
市
町
村
が
や
っ
て
な
い
か
ら
と
い

っ
て
取
り
組
ま
な
い
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
今
後
増
え
て
い
く
外
国
の
人
た

ち
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
マ
ッ
チ
ン
グ
と

か
、
取
り
組
ん
で
い
く
の
も
考
え
に
入

れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。あ

と
三
点
目
の
事
業
者
に
対
し
て

様
々
な
い
ろ
い
ろ
補
助
で
す
ね
、
な
さ

れ
て
き
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
ま
で
の
間
接
的
な
支
援
で
す

と
直
接
労
働
者
に
対
す
る
恩
恵
と
し
て

は
な
か
な
か
感
じ
に
く
い
と
い
う
と
こ

ろ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
賃

金
ア
ッ
プ
で
す
と
か
手
当
増
加
に
助
成

金
が
使
わ
れ
ず
、
事
業
所
運
営
の
維
持

で
す
ね
、
確
か
に
事
業
所
が
倒
産
し
な

い
た
め
に
は
補
助
は
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
が
、
直
接
労
働
者
に
対
す
る
恩
恵

と
し
て
は
、
な
か
な
か
感
じ
ら
れ
て
な

い
の
か
な
っ
て
い
う
の
が
私
の
思
い
で

あ
り
ま
す
。
な
の
で
今
後
、
労
働
者
の

方
へ
直
接
的
に
効
果
が
出
る
支
援
策
、

と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
事
業
所
を
村
が

支
援
す
る
と
い
う
の
も
、
あ
ん
ま
り
他

の
市
町
村
で
も
な
い
か
と
は
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
村
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
く
の
が
強
み
に
な
る

か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

す
い
ま
せ
ん
、
長
く
な
り
ま
し
た
け

ど
も
終
わ
り
ま
す
。

�

（
再
答
弁
）

只
今
の
河
田
議
員
の
再
質
問
で
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
一
点
目
の
職
員
の
採
用

に
向
け
ま
し
て
採
用
時
だ
け
の
支
援
で

は
な
く
、
継
続
的
な
支
援
が
考
え
ら
れ

な
い
か
と
い
う
こ
と
が
一
点
目
に
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
で
す
ね
今
現

在
、
村
の
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保

健
師
等
々
の
技
術
的
、
資
格
を
持
っ
て

る
方
に
つ
い
て
の
奨
学
金
制
度
だ
と

か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
支
援
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
が
近
隣
の
他

の
町
村
で
も
で
す
ね
、
そ
れ
以
外
の
資

格
等
持
っ
て
る
方
の
採
用
に
当
た
っ
て

は
同
じ
よ
う
な
奨
励
施
策
等
を
う
ち
の

村
よ
り
も
で
す
ね
、
ま
だ
拡
充
さ
れ
て

い
る
町
村
も
見
え
ま
し
て
で
す
ね
私
ど

も
も
今
後
そ
う
い
っ
た
も
の
も
追
随
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
質
問
な
り
再
質
問
に
あ
り

ま
し
た
継
続
的
な
支
援
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
辺
は
で
す
ね
奨
学

金
的
な
も
の
は
三
年
と
か
四
年
と
か
そ

う
い
っ
た
形
で
の
一
括
の
支
援
に
な
っ

て
ま
す
ん
で
、
そ
れ
を
そ
れ
以
外
に
ま

た
支
援
す
る
の
か
っ
て
い
う
話
も
あ
る

ん
で
す
が
継
続
的
に
支
援
す
る
と
言
っ

た
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
辺
は
も
う

少
し
ち
ょ
っ
と
十
分
吟
味
し
な
い
と
、

な
か
な
か
難
し
い
の
か
な
と
思
っ
て
ま

す
の
で
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
は
外
国
人
が
増
え
て
い
く
中

で
の
支
援
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
質
問

の
あ
っ
た
通
り
で
す
ね
他
の
町
村
で
も

あ
り
ま
す
よ
う
に
私
ど
も
の
村
と
し
て

も
で
す
ね
外
国
人
が
非
常
に
増
え
て
き

て
お
り
ま
す
。

な
お
か
つ
先
ほ
ど
答
弁
で
申
し
上
げ

ま
し
た
通
り
来
年
度
以
降
、
福
祉
会
の

方
で
は
外
国
人
を
増
や
し
て
い
く
と
い

っ
た
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
の
辺
は
各
事
業
所
団
体
等
が

で
す
ね
雇
用
を
ど
う
考
え
る
か
に
よ
っ

て
日
本
人
が
い
な
け
れ
ば
外
国
人
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
う
い
っ
た
形
で
の
採
用
な
り

募
集
に
あ
た
っ
て
、
今
後
、
村
も
で
す

ね
各
そ
う
い
っ
た
企
業
団
体
と
で
す
ね

一
般
的
な
就
職
準
備
金
等
福
祉
会
な
ん

か
で
は
ギ
タ
ー
工
場
も
そ
う
で
す
け
ど

も
就
職
準
備
金
を
支
援
し
て
る
ん
で
す

が
外
国
人
の
と
こ
ろ
ま
で
は
今
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
辺
は
次
年
度

以
降
に
向
け
て
で
す
ね
、
そ
う
い
っ
た

支
援
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
か
っ

て
い
う
の
を
ち
ょ
っ
と
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

三
点
目
の
事
業
者
に
対
し
て
い
ろ
い

ろ
な
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
支
援
を
し
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
直
接
的
に

従
業
員
の
待
遇
等
に
で
す
ね
至
っ
て
い

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ご
質
問
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
非
常
に
難
し
い
話

で
あ
り
ま
し
て
、
簡
単
に
言
え
ば
村
が

賃
金
を
補
填
し
て
や
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
こ
と
が
あ
れ
ば
今
河
田
議
員
が
言
わ

れ
て
る
よ
う
な
こ
と
に
お
答
え
に
な
る

か
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
れ
非
常
に
難

し
い
問
題
で
あ
り
ま
す
し
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
の
中
か
ら
私
と
し
て
は
で
す

ね
、
こ
れ
ま
で
こ
の
今
の
コ
ロ
ナ
禍
以

降
に
お
け
ま
す
で
す
ね
物
価
高
騰
と
か

い
ろ
ん
な
問
題
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
プ
レ
ミ
ア
ム
の
で
す
ね
、
ど
こ
の
市

町
村
も
や
っ
て
な
い
ぐ
ら
い
の
率
だ
と

か
、
ま
た
今
回
も
や
り
ま
す
地
域
振
興

券
、
こ
れ
の
継
続
的
な
支
援
と
い
っ
た

こ
と
で
、
そ
れ
が
そ
う
い
っ
た
形
で
そ

れ
ぞ
れ
の
働
い
て
る
方
に
少
し
で
も
効

果
が
あ
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
や
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な
か

な
か
難
し
い
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
で

日
本
人
も
少
な
く
な
る
、
外
国
人
も
で

す
ね
非
常
に
取
り
合
い
に
な
っ
て
ま
す

し
、
ま
た
今
円
安
の
中
で
、
な
か
な
か

日
本
に
来
て
く
れ
な
い
よ
う
な
状
況
と

い
う
の
も
お
話
聞
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
ま
す
ま
す
働
く
方
と
人
口
が
少
な

く
な
っ
て
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
く

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
い
ろ

い
ろ
役
場
内
も
含
め
て
で
す
ね
、
い
ろ

い
ろ
検
討
し
な
が
ら
、
ま
た
企
業
団
体

等
も
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
等
あ
れ
ば
伺
い

な
が
ら
で
す
ね
少
し
で
も
今
質
問
に
あ

っ
た
こ
と
に
応
え
れ
る
よ
う
な
方
向
性

に
は
向
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
年
度
か
ら

す
ぐ
に
な
る
か
ど
う
か
っ
て
の
は
、
ち
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ょ
っ
と
考
慮
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
人

口
、
働
く
人
の
確
保
と
い
う
の
は
急
務

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら

の
施
策
に
つ
い
て
は
逐
次
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

�

（
質
問　

吉
水
一
男
議
員
）

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
ご
質
問
い

た
し
ま
す
。

本
日
は
、
有
害
鳥
獣
の
中
で
も
ヒ
グ

マ
対
策
に
つ
い
て
三
点
ご
質
問
い
た
し

ま
す
。

本
村
の
ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て
は
、

昔
か
ら
今
日
ま
で
歴
代
の
猟
友
会
の
み

な
さ
ん
の
献
身
的
な
協
力
を
頂
き
駆
除

を
実
施
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
私
は
村
民
の
一
人
と
し
て
大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

一
九
六
六
年
、
昭
和
四
一
年
よ
り
北

海
道
が
始
め
た
春
グ
マ
駆
除
政
策
は
駆

除
が
容
易
な
早
春
期
に
ク
マ
を
捕
獲
す

る
活
動
で
し
た
。
一
九
九
〇
年
、
平
成

二
年
札
幌
市
を
含
む
石
狩
西
部
地
域
で

ク
マ
が
絶
滅
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
に
制

度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
山
の
え
さ
が
不
作
と
い
う
こ

と
で
人
里
に
ク
マ
が
お
り
て
き
て
人
身

事
故
が
多
数
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
北

海
道
で
も
釣
り
人
が
襲
わ
れ
た
り
、
登

山
者
が
襲
わ
れ
た
り
と
痛
ま
し
い
事
故

が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
北
海

道
が
「
春
期
管
理
捕
獲
」
と
い
う
事
業

を
行
う
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
本
村

猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
も
ク
マ
を
撃
つ
と

い
う
こ
と
は
な
か
な
か
経
験
が
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン

ハ
ン
タ
ー
さ
ん
の
長
年
の
経
験
と
知
識

を
受
け
継
い
で
い
け
る
絶
好
の
機
会
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
こ
の
事
業
に

参
加
す
る
意
思
が
お
あ
り
か
ど
う
か
お

伺
い
を
い
た
し
ま
す
。

二
点
目
は
、
有
害
駆
除
担
当
専
門
職

の
配
置
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。
こ

れ
は
村
内
の
ク
マ
、
シ
カ
の
情
報
収
集

と
分
析
、
駆
除
を
効
果
的
に
実
施
し
て

い
く
た
め
行
政
側
の
司
令
官
を
作
っ
て

い
く
。
現
場
は
猟
友
会
の
み
な
さ
ん
に

お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

ぜ
ひ
と
も
配
置
を
検
討
し
て
は
い
か
が

か
。三

点
目
、
村
が
一
生
懸
命
駆
除
を
し

て
も
周
り
の
自
治
体
の
取
り
組
み
が
バ

ラ
バ
ラ
な
ら
ば
効
果
は
薄
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
近
隣
の
市
町
に
声
を
か
け
て

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
な
る
も
の
を
設

立
し
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
ク
マ
、
シ

カ
の
駆
除
計
画
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
以
上
三
点
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

只
今
の
吉
水
議
員
の
ご
質
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

道
内
で
ヒ
グ
マ
の
市
街
地
へ
の
出
没

が
相
次
ぎ
、
三
〇
年
以
上
続
く
北
海
道

の
ク
マ
保
護
政
策
が
岐
路
に
立
た
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
残
雪
期
の
捕

獲
を
奨
励
す
る
「
春
グ
マ
駆
除
」
を
廃

止
し
た
一
九
九
〇
年
以
降
は
保
護
を
重

視
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
春
か
ら
冬
眠

中
を
狙
う
「
穴
狩
り
」
や
親
子
グ
マ
駆

除
を
解
禁
す
る
「
春
期
管
理
捕
獲
」
を

条
件
付
き
で
あ
り
ま
す
が
積
極
的
な
捕

獲
に
乗
り
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
一
点
目
の
「
春
期
管
理
捕

獲
」
へ
の
参
加
で
す
が
、
ベ
テ
ラ
ン
ハ

ン
タ
ー
の
長
年
の
経
験
と
知
識
を
受
け

継
ぐ
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
若
い
ハ
ン

タ
ー
は
ク
マ
を
捕
獲
し
た
経
験
の
あ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
の
で
、
ベ

テ
ラ
ン
ハ
ン
タ
ー
を
講
師
に
ク
マ
捕
獲

方
法
の
講
習
会
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合

振
興
局
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二
点
目
の
「
有
害
駆
除
担
当
専
門
職

の
配
置
検
討
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
シ

カ
の
生
態
管
理
に
つ
い
て
は
猟
区
管
理

協
会
で
既
に
行
っ
て
お
り
、
毎
年
春
と

秋
に
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
頭
数

が
多
け
れ
ば
猟
区
、
猟
友
会
、
村
が
連

携
し
て
一
斉
捕
獲
等
を
行
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ク
マ
に
つ
き
ま
し
て
は
国
道
等
を
横

断
し
た
な
ど
の
目
撃
情
報
は
あ
る
も
の

の
、
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
等
で
頭
数
を
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
生
態

管
理
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
野
生
鳥
獣
専
門
員
を
置
い
て
い
る

占
冠
村
に
ど
ん
な
業
務
を
行
な
っ
て
い

る
の
か
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
占
冠
村
に
は

猟
区
の
職
員
が
い
な
い
た
め
ガ
イ
ド
や

捕
獲
、
普
及
啓
発
、
被
害
調
査
、
捕
獲

許
可
証
の
交
付
等
を
行
な
っ
て
お
り
、

猟
区
管
理
協
会
と
村
の
産
業
建
設
課
が

既
に
行
っ
て
い
る
業
務
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
当
村
と
し
て
は
今
の
と
こ

ろ
配
置
の
予
定
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

三
点
目
の
「
広
域
で
の
協
議
会
設

立
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
市
町
村
共

に
鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
策
定
の
上
、

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
を
設
立
し

統
一
し
た
目
的
を
も
っ
て
国
、
道
、
市

町
村
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
近
隣
市
町
村
と
協
議
し
て
必

要
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
行
く
よ
う
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問
に
対
す

る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
再
質
問
）

ご
答
弁
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

再
質
問
と
し
て
、
質
問
の
一
点
目
に

つ
い
て
で
す
が
、
ク
マ
捕
獲
の
講
習
会

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
施
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
弁
の
中
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振

興
局
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
す
が
、
私
の
質
問
は
、

ク
マ
の
「
春
期
捕
獲
事
業
」
に
参
加
す

る
意
思
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
質
問

で
す
の
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

質
問
の
二
点
目
で
す
け
ど
も
、
有
害

駆
除
担
当
専
門
職
の
配
置
で
す
が
、
猟

友
会
、
猟
区
管
理
協
会
に
は
、
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
重
々
承
知
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
猟
友
会
、
猟

区
管
理
協
会
と
も
本
来
の
目
的
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
私
は
数
年
で
人
事
異
動

が
あ
る
一
般
職
の
職
員
で
は
、
有
害
駆

除
の
分
析
な
ど
困
難
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
近
年
シ
カ
、
ク
マ
の
生
態
や
頭

数
を
的
確
に
分
析
す
る
能
力
を
持
っ
た

方
の
配
置
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
再
考
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

質
問
の
三
点
目
で
す
。
広
域
で
の
協

議
会
の
設
立
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
検
討

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
統
一

し
た
目
的
を
持
っ
て
市
町
村
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
必
要
が
あ
れ
ば
検
討
し
、
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
統
一
し
た
目
的
は
達
成

で
き
て
い
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
再
答
弁
）

只
今
の
吉
水
議
員
の
再
質
問
で
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
ず
一
点
目
の
「
春
期
管
理
捕
獲
」

の
で
す
ね
事
業
に
参
加
す
る
か
ど
う
か



広報にしおこっぺ （8）

　交通安全運動の推進につきましては、日頃から格別なご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　このたび、交通事故死ゼロ 10,500 日を令和 5年 10 月 30 日に達成し、また、住民による交
通事故死ゼロ 8,000 日を令和 5年 12 月 31 日に達成したことに伴い、公益社団法人北海道交通
安全推進委員会及びオホーツク地区交通安全推進協議会より表彰されました。
　西興部村では、令和 4年 6月 17 日に交通事故死ゼロ 10,000 日を達成し、新目標「交通事故
死ゼロ 30 年」（達成予定日：令和 7年 1 月 30 日）に向けて、引き続き交通安全活動を展開し
ております。今後とも交通安全運動にご尽力していただきますようよろしくお願いいたします。

「交通事故死ゼロ 10,500日」達成表彰 及び
「住民による交通事故死ゼロ 8,000日」達成表彰
   の受賞

と
い
う
お
話
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
け

ど
も
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
で
す

ね
今
、
道
が
昨
日
道
議
会
終
わ
り
ま

し
て
で
す
ね
、
こ
の
「
春
期
管
理
捕

獲
」
の
補
正
予
算
も
し
て
お
り
ま
す
が

振
興
局
と
相
談
す
る
と
い
う
の
は
、
こ

の
講
習
会
等
も
や
り
た
い
と
い
う
こ
と

で
考
え
て
お
り
ま
す
け
ど
も
、
こ
の
道

の
補
正
事
業
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
、
ま
だ
具
体
的
な
で
す
ね
要
綱
等

示
さ
れ
て
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
道

の
方
か
ら
来
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
す
ん

で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
振
興
局
と
で

す
ね
協
議
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
補
助

な
り
い
ろ
ん
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
活
用

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
答

弁
で
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
の
専
門
職
の
配
置
で
あ
り
ま

す
。
答
弁
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
猟
区

だ
と
か
、
ま
た
う
ち
の
産
業
建
設
課
等

で
も
既
に
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
特
に
シ

カ
を
中
心
に
や
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り

ま
し
て
新
た
な
専
門
員
、
議
員
も
言
わ

れ
ま
す
通
り
で
す
ね
専
門
職
ど
こ
の
分

野
に
も
で
す
ね
、
や
は
り
い
た
方
が
も

ち
ろ
ん
い
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
ど

も
、
な
か
な
か
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
し
、
こ
の
専
門
職
の
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
も
で
す
ね
、
う
ち
の
場
合
、
猟
区

も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ん
で

職
員
で
ク
マ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
で
き

る
だ
け
猟
区
と
協
議
し
な
が
ら
猟
友
会

と
も
連
携
し
な
が
ら
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
し
、
も
し
採
用
と
か

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
可
能
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
で
す
ね
、
こ
れ
は
他
の
町
も

で
す
ね
近
隣
の
町
と
か
も
含
め
て
広
域

的
に
そ
う
い
う
専
門
職
を
採
用
し
て
、

そ
の
専
門
職
が
こ
の
複
数
の
で
す
ね
自

治
体
を
兼
務
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
だ
と
か
、
い
ろ
ん
な
捕
獲
等
の
そ

う
い
っ
た
進
め
方
に
つ
い
て
で
き
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
今

後
、
近
隣
の
町
と
協
議
し
て
い
き
た
い

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
三
つ
目
の
広
域
的
な
協
議
会

の
設
立
で
あ
り
ま
す
が
、
答
弁
と
い
た

し
ま
し
た
「
必
要
な
ら
ば
」
と
い
う
の

は
各
協
議
会
で
で
す
ね
必
要
と
い
う
意

見
が
一
致
す
れ
ば
、
そ
う
い
う
設
立
と

い
う
意
味
の
必
要
と
い
う
こ
と
で
で
す

ね
、
で
き
る
だ
け
広
域
で
や
る
こ
と
は

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ん
で
、
そ
う

い
っ
た
旨
は
私
の
方
か
ら
も
近
隣
の
町

等
に
で
す
ね
積
極
的
に
声
を
か
け
な
が

ら
広
域
的
な
協
議
会
を
作
り
情
報
連
携

し
な
が
ら
捕
獲
等
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
い
っ
た
こ
と
に
努
め
て
い
き
た
い
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「住民による交通事故死ゼロ 8,000 日」達成表彰状「住民による交通事故死ゼロ 8,000 日」達成表彰状「交通事故死ゼロ 10,500 日」達成表彰状「交通事故死ゼロ 10,500 日」達成表彰状



広報にしおこっぺ（9）

■
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
の

ご
紹
介

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
ご
自
身
の

年
金
記
録
の
確
認
や
将
来
の
年
金
見
込

額
の
試
算
、
各
種
通
知
書
な
ど
の
年
金

情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

そ
の
他
、
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請
や
保
険
料
の

免
除
・
納
付
猶
予
申
請
な
ど
の
届
書
の

作
成
・
印
刷
も
で
き
る
た
め
、
役
場
窓

口
や
年
金
事
務
所
に
行
く
手
間
を
省
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.nenkin.

go.jp/

）
内
の
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
利
用
登
録
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
来
所
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
職
業
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紋
別
で
は
、

・
遠
隔
地
に
居
住
し
来
所
す
る
こ
と
が

困
難
な
方

・
荒
天
に
よ
り
来
所
が
困
難
と
な
る
方

・
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
来
所
す
る
こ

と
が
過
度
の
負
担
に
な
る
方

を
中
心
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
職
業
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
に
は
、

①
求
職
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
の
ご
利
用

②
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
通
信
が
可
能
な
端
末
や
環
境
を

持
っ
て
い
る
こ
と

③
事
前
の
予
約
（
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
予
約
）

　

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紋
別
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紋
別
職
業
相
談
部
門

電
話
（
０
１
５
８
）
２
３
︱
５
２
９
１

■
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

の
ご
案
内

林
退
共
は
昭
和
57
年
発
足
し
た
林
業

界
で
働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退

職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、

従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
全
体
の
退
職
金

制
度
で
す
。

●
制
度
の
特
徴

・
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法
人

で
は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経

費
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

・
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

●
事
業
主
の
皆
様
へ

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ
て
適

正
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従
事
者

が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘

れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指

導
し
て
下
さ
い
。

●
労
働
者
の
皆
様
へ

・
事
業
所
を
変
わ
る
と
き
は
共
済
手
帳

を
忘
れ
ず
に
受
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘
れ

ず
に
退
職
金
を
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

・
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
さ
れ
、
林
退

制
度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り

の
な
い
方
は
、
退
職
金
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

次
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

�

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〒
１
７
０
︱
８
０
５
５

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
︱
24
︱
１

�

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

電
話
（
０
３
）
６
７
３
１
︱
２
８
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
６
７
３
１
︱
２
８
９
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て
お

り
ま
す
。

�h
ttp
s://w

w
w
.rin
taik

y
o.

taisyokukin.go.jp/

■
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度
の
ご
案
内

◆
「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
と

は
、
道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に
関

す
る
苦
情
を
、皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、

苦
情
審
査
委
員
が
公
平
で
中
立
な
立

場
か
ら
審
査
す
る
制
度
で
す
。

◆
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦
情

で
あ
れ
ば
苦
情
審
査
委
員
制
度
に
申

立
が
で
き
ま
す
。

◆
審
査
の
結
果
、道
の
業
務
に
不
備
な
点

や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、道
の

機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。

◆
各
窓
口
で
は
、申
請
書
様
式
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、北
海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申

請
書
様
式
の
ほ
か
申
立
方
法
等
の
詳

細
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
申
立
書
は
窓
口
へ
持
参
す
る
ほ
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

※
電
話
や
匿
名
で
の
申
立
て
は
受
け
付

け
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
窓
口

○
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

　

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０
︱
８
５
８
８

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

電
話
（
０
１
１
）
２
０
４
︱
５
５
２
３

�

（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
１
）
２
４
１
ー
８
１
８
１

メ
ー
ル　

kujyou.koueki@
pref.hokkaido.lg.jp

○
各
総
合
振
興
局
（
振
興
局
）
総
務
課

北
海
道
の
苦
情
審
査
に
関
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/

ss/dsc/kujyou-m
ousitate.htm

l

■
財
務
専
門
官
の
募
集

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財

政
・
金
融
等
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
活
躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集

【
日
本
年
金
機
構
】

【
厚
生
労
働
省
】

【
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
】

【
北
海
道
】

各
種
お
し
ら
せ

【
財
務
省
】
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ウ
ッ
ド
ポ
ー
ル
シ
ェ
ル
タ
ー
で

ウ
ッ
ド
ポ
ー
ル
シ
ェ
ル
タ
ー
で

シ
カ
な
ど
か
ら
の
食
害
を
防
い
で
い
ま
す
。

シ
カ
な
ど
か
ら
の
食
害
を
防
い
で
い
ま
す
。

　令和 5年 10 月 7 日㈯にオホーツク楽器工業㈱と共催で中藻の村有林内にシナノキ 500 本を植栽す
る「シナノキ植樹祭」を予定しておりましたが、連日の悪天候により植樹祭を中止としました。
　後日、オホーツク中央森林組合により 1,190 本　0.35ha の植樹を行いました。
　この事業は、令和 3年度から行っており、ギターの原材料となるシナノキを植樹し、将来の地産地
消を目指すとともに森林の普及啓発活動として、森林環境譲与税を活用して行っております。

　長引く燃料や食料品等の物価高騰の影響を受けて
いる皆様の生活を支援するため、村では、昨年 12
月に、1人 2万円分の「物価高騰対策地域振興券」
をお届けしました。
　使用期限は、2月 29日までとなっていますので、
忘れずにご利用ください。

　（振興券が使用できる店舗等は、
　　　　     振興券に同封した一覧でご確認ください）

第3回 未来につなごう！
西興部村シナノキ植樹

をご利用ください！

【問い合わせ先】　役場企画総務課企画係　TEL 87-2111

物 価 高 騰 対 策
地 域 振 興 券

￥500￥500
地域振興券

西興部村
　物価高騰対策

令和6年2月29日まで
使用期限を過ぎた場合は、無効となります。

発行者：西興部村使用
期限

し
て
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

1　

１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
４
月
２

日
～
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
者

2
．
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る

も
の

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
２
０
２
５

（
令
和
７
）年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者
並
び
に
人
事
院

が
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
者

⑵
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒

業
し
た
者
及
び
２
０
２
５（
令
和
７
）

年
３
月
ま
で
に
短
期
大
学
又
は
高
等

専
門
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

並
び
に
人
事
院
が
こ
れ
ら
の
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
受
験
申
込
受
付
期
間

令
和
６
年
２
月
22
日
㈭
９
時
～

３
月
25
日
㈪
【
受
信
有
効
】

●
受
験
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に

よ
り
申
込
み
下
さ
い
。

�https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

●
第
１
次
試
験
日

令
和
６
年
5
月
26
日
㈰

●
お
問
い
合
わ
せ

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

電
話
（
０
１
１
）
７
０
９
︱
２
３
１
１

�

（
内
線
４
２
５
２
）
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記念講演の様子記念講演の様子

50 周年記念サクラ植樹50 周年記念サクラ植樹

　上興部林業グループは、上興部地域の農業後継者 9名で、地域振興に必要な林業生産技術の習得
を目的に昭和 48 年 1 月に結成されました。
　実習林として村有地を借り受けての分収林造林をはじめ、展示林の造成や特用林産物等の試験研
究を行ってきました。
　また、地域活動として「むら興しまつり」のメイン種目である「きこり競争」の創造と実施、当
村林道の草刈りや小径木伐採事業の施工、創立 20 周年を迎えた際は、上興部鉄道資料館裏にエゾ
ヤマザクラの植樹を行いました。
　この度創立 50 周年を迎えたことから記念事業として、道の駅花夢付近に 50 本のサクラの植樹、
記念講演・式典・祝賀会を開催しました。
　現在は、7名でグループ活動を行っております。

　■�会　長：岩野　健一
　■�副会長：高橋　　進
　■�会　員：佐久間純一、橋場　義昭、森田　英一、北川　修一、合田　直道

上興部林業グループ上興部林業グループがが
創立50周年創立50周年をを迎えました迎えました
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総合戦略の事業評価について総合戦略の事業評価について
★第2期西興部村総合戦略の事業評価
村では、国が新たな 5年間を計画期間とする総合戦略の策定を推進する方針を示し
たことから、さらなる人口減少の抑制と地域経済の活性化を目指し、令和 2年 3月、令
和 2年度から６年度までの 5年間にわたる、第 2期総合戦略を策定し、様々な施策を推進しています。
11月 10日に委員 11人が出席され、「西興部村まち・ひと・しごと創生会議」を開催し、新たに選出された古川
会長進行のもと、令和 4年度に実施した事業についての評価・検証を行い、各委員からは、取組についての質疑のほ
か、今後への期待の声もいただきました。
また、11月 27日に村議会議員協議会が開催され、村から検証内容を報告し、承認いただきました。

【基本目標ごとの推進施策事業の評価の状況】 事業数
（件）

評　価
Ａ Ｂ Ｃ 評価・対象外

基本目標１ 一緒に働こうよ、この村で作戦
〈安定した人材確保と雇用創出の戦略〉 8 6 ー ー 2

基本目標２ いい子育つよ、この村は作戦
〈若い世代の子育ての戦略〉 13 11 1 ー 1

基本目標３ あったかいよ、この村は作戦
〈地域コミュニティ形成に向けた戦略〉 6 6 ー ー ー

基本目標４ おいでよ、暮らしてみようよ、この村で作戦
〈観光振興・移住促進の戦略〉 12 8 1 ー 3

計 39 31 2 ー 6

【具体的な施策の評価基準】
評価 評価基準

Ａ 事業推進により効果がみられる。また
は、今後、大きな効果が期待される。

Ｂ 事業推進により、効果が期待される。

Ｃ 効果が期待できない。または、事業
推進が困難。

ー 当該年度評価対象外。※事業未実施
※令和 4年度事業の評価を基本とする

①地域産業を支える人材確保の強化のための取り組み
　〈人材確保に向けた取り組み〉
　　●人材確保支援事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
人口社会動態（�ただし、18歳以下、60歳以上、
　　　　　　　��福祉施設入退所の転出入は除く）
　３人（５年間の累計）
　令和 4 年度まで→累計 25 人

②地域産業の生産性向上と競争力強化に向けた取り組み
　〈地域製造業の生産性向上に向けた取り組み〉
　　●ギター工場設備整備支援事業
　〈酪農業の競争力強化に向けた取り組み〉
　　●畜産クラスター構築事業
　　●畜産競争力強化整備事業
　　●畜産バイオガスプラント運営事業
　〈商工業者、中小企業の経営安定化に向けた取り組み〉
　　●商工業・中小企業振興対策事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
年間生乳生産量　
　平成 30年度 16,871t →令和６年度 19,328t
　令和 4 年度→ 20,210 t

③地域資源を活用した料理や土産品の開発、一次産品の
　製品化に向けた取り組み
　〈特産品開発に関する取り組み〉
　　●地域資源活用開発支援事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
新たな特産品販売開始件数　３件（５年間の累計）
　令和 4 年度まで→累計 3 件

④村内における起業・創業への支援
　〈起業や事業拡大に対する支援の充実〉
　　●起業・事業拡大等支援事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
起業件数 　　　　　　３件（５年間の累計）
　令和 4 年度まで→累計 1 件
事業拡大実施件数�　　３件（５年間の累計）
　令和 4 年度まで→累計 2 件

基本目標１　一緒に働こうよ、この村で作戦〈安定した人材確保と雇用創出の戦略〉基本目標１　一緒に働こうよ、この村で作戦〈安定した人材確保と雇用創出の戦略〉

数値目標
人口社会動態（ただし、18歳以下、60歳以上、福祉施設入退所の転出入は除く）
３人（５年間の累計）

この目標は… 各取り組みにより働く人の人数をどれだけ増やせるかに着目して設定しています。
R4年度実績 25人　（R4年度＋ 6人、R3年度＋ 9人、R2年度＋ 10人）

●西興部村まち・ひと・しごと創生会議委員（委嘱期間　令和5年11月10日～令和8年11月9日）
会　長：★古川彰（産業・農業）　副会長：向井地紀幸（産業・製造業）
委　員：★成田勲（住民・地域）、山本ちずえ（住民・地域）、田尾浩子（住民）、★佐久間純一（議会）、
　　　　伊吾田順平（産業・猟区）、菊川謙三（産業・商工業）、美田大輔（産業・建設業）、
　　　　松岡晃司（福祉）、松浦隆子（教育）、津志田好美（金融）、馬渕尚継（金融）　　以上 13人
※敬称略。★は新委員。カッコ内は、選出分野。

創生会議の様子創生会議の様子
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①結婚・妊娠・出産・子育て・教育に対する支援と
　体制の整備
　〈結婚・妊娠・出産・子育てに対する支援と体制の充実〉
　　●結婚新生活支援事業　●不妊相談・治療支援事業
　　●産前産後サポートおよび産後ケア事業
　　●妊産婦安心出産支援事業
　　●エンゼル祝い金　　　●夢のおくりもの事業
　　●子育て支援教室　　　●子ども医療費無料化事業

　　●学校給食無償化事業　●学童保育事業
　　●高等学校通学費等補助事業
　〈特色ある教育の推進〉
　　●国際教育強化事業　　●学習支援体制構築事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
年間出生数（当該年度＋前２か年度による３年平均）
　令和元年度 ７人 → 令和６年度 ７人
　令和 4 年度→６人

① 安心で元気な暮らしの確保に向けた取り組み
　〈安全・安心な地域づくりの促進〉
　　●生活サポート事業
　　●シニア人材活躍支援事業
　　●地域コミュニティ支援事業
　　●畜産バイオガスプラント有効活用検討事業

　　●エコな暮らしづくり推進事業
　　●診療所運営事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
安心な暮らし確保のための活動団体設立数
　3件（5年間の累積）
　令和 4 年度まで→累計 1 件

①観光の支援体制強化に向けた取り組み
　〈観光情報発信・受入の強化〉
　　●観光情報発信・受入強化事業
　〈村内の観光施設再整備〉
　　●滞在時間延伸のための観光施設再整備事業
　〈最寄り空港利用促進に関する取り組み〉
　　●オホーツク紋別空港利用促進助成事業
　〈観光を広域的に連携・協力し西紋地域の一体的かつ効果
　 的な展開の推進〉
　　●広域観光連携事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
のべ宿泊客数
　平成 30年度 8,128 人→令和６年度 10,000 人
　令和 4 年度→ 7,200 人

②移住者の増加に向けた取り組み
　〈移住者向けの支援体制の強化〉
　　●移住者支援・促進事業

　　●山村留学実施事業
この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
人口社会動態
　5年間で± 0人
　令和 4 年度まで→累計 36 人

③定住に向けた住宅環境の整備及び推進
　〈住宅環境の整備に向けた支援〉
　　●雇用促進住宅建設奨励補助事業
　　●持家建設奨励事業
　　●美しい村づくり事業
　　●快適住宅リフォーム事業
　　●空家等解体撤去事業
　　●空き家対策総合支援事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
新築住宅数
　５軒（５年間の累計）
　令和 4 年度まで→累計 3 軒

基本目標２　いい子育つよ、この村は作戦〈若い世代の子育ての戦略〉基本目標２　いい子育つよ、この村は作戦〈若い世代の子育ての戦略〉

数値目標
年間出生数（当該年度＋前２か年度による３年平均）
令和元年度７人→令和６年度７人

この目標は… 各取り組みにより出生数をどれだけ増やせるか、維持できるかに着目して設定しています
R4年度実績 6人　（R4年度　4人、R3年度　6人、R2年度　9人）

基本目標３　あったかいよ、この村は作戦〈地域コミュニティ形成に向けた戦略〉基本目標３　あったかいよ、この村は作戦〈地域コミュニティ形成に向けた戦略〉

数値目標
人口社会動態
５年間で±０人

この目標は… 各取り組みにより人口減少をいかに抑えるかに着目して設定しています
R4年度実績 36人　（R4年度　＋ 6人、R3年度　＋ 12人、R2年度　＋ 18人）

基本目標４　おいでよ、暮らしてみようよ、この村で作戦〈観光振興・移住促進の戦略〉基本目標４　おいでよ、暮らしてみようよ、この村で作戦〈観光振興・移住促進の戦略〉

数値目標
のべ宿泊客数 人口社会動態
平成30年度 8,128 人→令和６年度 10,000 人 ５年間で±０人

この目標は…
各取り組みによりどれだけ宿泊客（ログハウス、
森夢、コテージ）を増やせるかに着目して設定
しています

各取り組みにより人口減少をいかに抑える
かに着目して設定しています

R4年度実績 7,200 人 36人 （R4年度 ＋ 6人、R3年度 ＋ 12人、
　　　 R2年度 ＋ 18人）
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　1 月 22 日、西興部村役場において、浅野千世
さんに菊池村長から民生児童委員の委嘱状が伝達
されました。
　浅野さんは、民生児童委員として上興部地区

（西部・中部）を担当され、任期は令和 7 年 11
月 30 日までとなります。
　民生児童委員は厚生労働大臣からの委嘱を受け、
担当地域内の皆さんの福祉全般の相談に応じるほ
か、高齢者宅への訪問、子どもたちの見守りなど
を行います。

▶︎オストメイト対応トイレについて
　�様々な病気や事故などにより、お腹に排泄のため
の『ストーマ（人工肛門・人工膀胱）』を造設し
た人を『オストメイト』といいます。その方のた
めに便や尿を溜めておくための袋（パウチ）や腹
部を洗浄するための設備を備えたトイレです。

　日赤北海道支部より、このほど「博愛号」が
配置されました。
　同支部では、迅速・的確な災害救護活動及び
地域における事業推進のため、各地区・分区へ
救護装備の配置を行っています。「博愛号」は、
本年度道内で 11 台が配置され、うち 1台が西
興部分区へ配置されました。
　今回、配置された「博愛号」は、よつ葉乳業
株式会社から日本赤十字社北海道支部へ寄贈さ
れたもので、12 月 15 日に引渡式が行われ、同
日に西興部分区に配置されました。
　また、「災害用炊き出し釜」も災害救護活動
を目的に 12 月 20 日に配備されました。

浅野浅野さんへさんへ  民生児童委員 委嘱状民生児童委員 委嘱状をを伝達伝達

西興部村役場に西興部村役場に
オストメイト対応トイレオストメイト対応トイレがが
設置されました設置されました

赤十字災害救援車赤十字災害救援車「博愛号」「博愛号」
が配置されましたが配置されました

浅野 千世さん浅野 千世さん

役場開庁日の
8時 30 分から 17 時 15 分に利用できます。
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上興部上興部　　古古
ふるふる

川川
かわかわ

　　璃璃
りり

紬紬
つつ

��くんくん

西興部西興部　　青青
あおあお

山山
やまやま

　　依依
いい

永永
とと

��くんくん

西興部西興部　　長長
ながなが

澤澤
さわさわ

　　彩彩
いろいろ

華華
はは

��ちゃんちゃん

西興部西興部　　倉倉
くらくら

本本
もともと

　ゆめ�　ゆめ�ちゃんちゃん

中藻中藻　　南南
みなみみなみ

　　旭旭
あさひあ さ ひ

柊柊��ちゃんちゃん

ドミノドミノ
コロコロコロコロガラガラガラガラ

身長計身長計

　「夢のおくりもの」事業は、新生児の誕生
を祝い、木のぬくもりを感じながら健やかな
成長を願うもので、平成 25年度からスター
トし、これまでに 66個を贈呈しました。
　令和 4年 12月〜令和 5年 10月までに出
生した5人の赤ちゃんには村長から夢のおく
りものとして身長計などが手渡されました。

夢夢のおくりもののおくりもの
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ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を�

�

予
防
し
よ
う
！

段
々
と
冷
え
込
み
が
強
く
な

り
、
浴
槽
に
ゆ
っ
く
り
浸
か
り
た

く
な
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
冷
え
を
改
善
す
る
た
め
に
入

浴
は
効
果
的
で
す
が
、「
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
思
わ
ぬ
危

険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
毎
日
の
入
浴
を
よ

り
安
全
で
快
適
に
す
る
た
め
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
や
対
策
を
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

●
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は

急
激
な
気
温
差
に
身
体
が
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
血
圧
が

激
し
く
上
下
し
、
め
ま
い
や
失

神
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
の

健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す
シ
ョ
ッ

ク
症
状
の
こ
と
を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
と
い
い
ま
す
。
冬
場
に
多
く
、

暖
房
の
効
い
て
い
る
部
屋
か
ら
寒

い
脱
衣
所
や
廊
下
、
ト
イ
レ
へ
の

移
動
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で

起
こ
り
ま
す
。
特
に
入
浴
の
際
に

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

●
予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

①
入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖

め
ま
し
ょ
う
。

冷
え
込
み
や
す
い
脱
衣
所
や
浴

室
を
、
暖
房
器
具
で
暖
め
る
こ
と

が
効
果
的
で
す
。
暖
房
器
具
が
な

い
場
合
に
は
、
浴
室
内
の
壁
に
温

水
シ
ャ
ワ
ー
を
か
け
る
こ
と
で
、

温
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
浴
槽
に
つ
か
る
前
に
シ
ャ
ワ
ー
や

か
け
湯
で
身
体
を
温
め
ま
し
ょ
う
。

急
激
に
体
温
が
上
昇
す
る
と
血

圧
が
高
く
な
り
ま
す
。

シ
ャ
ワ
ー
や
か
け
湯
を
し
て
、

お
湯
の
温
度
に
身
体
を
十
分
に
慣

ら
し
て
か
ら
浴
槽
に
入
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
急
激
な
血
圧
の
変

化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
湯
温
は
41
度
以
下
、
湯
に
つ
か

る
時
間
は
10
分
ま
で
を
目
安
に

し
ま
し
ょ
う
。

熱
す
ぎ
る
湯
に
長
時
間
つ
か
る

と
血
圧
の
変
動
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
疲
労
感
が
増
し
、
転

倒
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

入
浴
中
は
水
圧
が
身
体
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
急
に
立
ち
上
が
る

と
圧
迫
さ
れ
て
い
た
血
管
が
拡
張

し
、
脳
血
流
量
が
低
下
し
て
し
ま

い
、
貧
血
状
態
に
な
る
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
浴
槽
か
ら
出
る
際
に

は
、
手
す
り
や
浴
槽
の
へ
り
を
使

っ
て
ゆ
っ
く
り
立
ち
上
が
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
飲
酒
後
や
食
後
す
ぐ
の
入
浴
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
後
や
食
後
１
時
間
以
内

は
、
血
圧
が
下
が
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
入
浴
す
る
と
血
圧
が
上
昇

す
る
た
め
、
血
圧
が
大
き
く
変
動

し
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

⑥
入
浴
す
る
前
に
同
居
す
る
家
族

に
一
声
掛
け
ま
し
ょ
う
。

家
族
が
入
浴
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
ず
、
入
浴
中
の
体
調
悪
化
に

気
付
か
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
い
る
家
族

は
、
入
浴
中
に
声
掛
け
を
す
る
な

ど
の
気
配
り
も
必
要
で
す
。

安
全
で
快
適
に
入
浴
す
る
た
め

に
、
そ
し
て
大
切
な
家
族
や
自
分

自
身
を
守
る
た
め
に
、
ヒ
ー
ト
シ

ョ
ッ
ク
対
策
を
意
識
し
て
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ�

保
健
福
祉
課
保
健
係

�

℡
８
７
︱
２
１
１
４

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
み
な
さ
ま

お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
１
年
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

ご
家
庭
と
一
緒
に
支
え
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
季
節
の
製
作
、
行
事
の
製

作
等
を
中
心
に
、
い
ろ
い
ろ
な
素
材
を

使
っ
て
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
１
歳
児
も
で
き
る
簡

単
な
遊
び
と
し
て
、
新
聞
紙
を
使
っ
た

『
い
た
ず
ら
発
散
遊
び
』
を
し
ま
し
た
。

　

ビ
リ
ビ
リ
と
新
聞
紙
を
細
か
く
ち
ぎ

り
、
お
母
さ
ん
の
頭
に
パ
ラ
パ
ラ
と
か

け
た
り
、
床
一
面
に
散
ら
し
て
遊
ん
で

い
る
う
ち
に
面
白
く
な
っ
て
、
自
分
の

体
に
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
、「
き
も
ち

い
い
ね
」
と
言
っ
て
し
ば

ら
く
寝
転
が
り
、
普
段
は
経
験
し
な
い

感
触
や
感
覚
を
楽
し
ん
で
い
る
お
子
さ

ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
指
先
を
使
っ
て
遊
ぶ

こ
と
は
、
日
常
生
活
に
必
要
な
力
や
、

脳
の
発
達
に
良
い
影
響
を
も
た
ら
し
ま

す
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
動
か
す
こ
と
で
集

中
力
を
養
っ
た
り
、
運
動
能
力
の
他
に

言
語
力
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

寒
い
冬
。
お
う
ち
で
ゆ
っ
く
り
、
身

近
に
あ
る
素
材
を
使
っ
て
親
子
で
遊

び
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

さ
て
、
こ
の
時
期

に
な
り
ま
す
と
新
年
度
を
目
前
に
、
保

育
所
の
入
所
を
考
え
て
い
る
ご
家
庭
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

入
所
に
関
し
て
も
里
住
夢
の
利
用
の

際
に
、
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

ま
た
、
２
月
中
は
保
育
所
の
見
学
も

お
受
け
出
来
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

○
開
館
日

　
　

月
～
金
曜
日
（�

但
し
土
・
日
・

　
　

年
末
年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
10
月
～
４
月
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
保
健
福
祉
課　

℡
８
７
︱
２
１
１
４
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西興部村では本格的な冬が始まりましたね！ エマリ
ンとアイザックは既に西興部のスキー場を利用する準備
を終え今からワクワクしており、友達と周辺の他のスキ
ー場にも行く計画を立てています。ここ数か月のラプラ
ント家族の冒険を振り返ってみましょう。
北見市では 9月に“端野カレーライスマラソン”とい
うマラソン大会が開催されます。そのイベントは時折、
参加が抽選になるほど人気があるようです。4人のチー
ムで、それぞれが 2km、3km、4km、または 5kmの異
なる距離を走りながら、完走すると距離に応じた食材が
手に入り、最後に美味しいカレーライスを作り食べると
いうイベントです。西興部村の皆さんは、このイベント
を知っていましたか？ 私の家族は去年、初めて日本に
来たときにこのイベントのことを知りましたが、申し込
む機会を逃してしまい参加ができませんでした。今年は
開催情報をしっかりチェックして申し込み、イベントの
参加権を得ることが出来ました！ 私たちはスーパーマ
リオのテーマに仮装して走りました。その日はかなり暑
く、苦しい中でのランニングでしたが、最後に美味しい
カレーを食べることができ、イベントを楽しむことがで
きました。
イベント後、私たちはまだ行ったことのない道の駅を
探すために南方面へドライブをしました。秋から冬にか
けてはあまり多くの場所を訪れることができませんでし
たが、来年の春と夏には、北海道の南部や西部を回る旅
行を計画し様々な場所に行く予定です。
ここ数か月、アイザックとエマリンは学校の仲間や下
川からの友達との仲をより深めていきました。西興部村
のまち探検、ホテルの温泉に入ること、カードゲームを
すること、映画やプロレスを見ること、北海道日本ハム
ファイターズの野球観戦、花火大会の鑑賞、名寄でのカ
ーリング、雪遊びなど様々な体験をし、その中で笑顔の
絶えない素敵な思い出を作ることができました。私やク
リステンも、様々なイベントを通じて村の多くの大人と
の繋がりを作り、楽しんできました。名寄や札幌での教
会の活動や、村の方と共同で企画したハロウィンイベン

トを無事に開催できたことも思い出の一つです。
今年のハロウィンイベントは昨年と同じく多くの子ど
も達に喜んでもらいました。アイザック、エマリン、そ
して私たちは子供や保護者の方たちと交流し、ゲームを
教えたり景品を配ったりしました。エマリンとアイザッ
クは西興部村の人形劇サークルさんによる素晴らしい人
形劇の内容をちゃんと理解して楽しんでいました。
ジュノーにいた頃は、クリステンと私はよくバレーボ
ールを弟や妹、友人たちとプレイしていました。しかし、
ここ数年は新型コロナウイルスの影響により、運動がで
きておりませんでした。ですので、西興部村に来てから
ミニバレー大会に招待されたことはとても嬉しかったで
す！ そして、私たち大人だけでなく、エマリンもチーム
に参加できることに彼女はとても喜んでいました。私は
バレーボールよりもミニバレーボールのカジュアルさが
好きになりました。プレイするのは楽しく、他の良いチ
ームと競い合い、家族と一緒にプレイするのは素晴らし
い体験です！ アイザックは小学生のため参加すること
が出来ませんでしたが、彼はたくさんの他の子供たちと
一緒に本番に向けた練習をしたり、遊ぶことができとて
も満足しました。
11 月下旬には、クリステンが西興部村で料理教室を
主催しました。彼女は西興部村の仲間と協力してイベン
トを計画し、開催することに興奮していました。私たち
はケサディーヤ作りとクッキーのデコレーションをしま
した。クッキーのデコレーション時にはオリジナリティ
を出し、セトウシくんをモチーフにしたセトウシクロー
スクッキーを作りました！ イベント当日は多くのトラ
ブルが発生しましたが、参加者はお互いをサポートしあ
い、料理を完成させイベントを成功させることができま
した。私たちが西興部村で過ごす残りの間にどんな他の
食べ物を紹介し皆さんに共有できるか楽しみです。

2023 年が終わりを迎える今、私たちの家族は皆さん
にメリークリスマスとハッピーな新年をお祈りしていま
す！
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人のうごき
（12月 31日現在）

〔9月 30日対比〕

人　　口� 　　９８１人�（−21人）
　 男 � ５０９人�（−10人）
　 女 � ４７２人�（−11人）
世 帯 数� ６４３戸�（−�7戸）

このたび、つぎの方からご寄附をいただきました。
紙上をもってお知らせするとともに、心から厚くお礼
申し上げます。

▶︎ふるさと振興事業へ
　松本　昌子�さん　5万円（離村に伴い）　

ご寄附のお礼
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